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１．はじめに 

 近年、日本をはじめとする各国企業による海外進出は、中国から ASEAN（東南アジア諸国連

合）へとシフトしつつあります。各国企業にとって、ASEAN は、マーケットとして非常に魅力

的な存在であると共に、製品の製造国としても魅力的な存在です。 

 

日本企業を含む多くの海外企業が ASEANに営業所／販売所／製造工場を設け、活発な活動を

しています。これに呼応するように、ASEANにおいて IPRの登録件数が増加しており、これら

に対する確かな保護を求める意識も高まり、そのための種々の取り組みも実施されつつあります。 

 

 上記事情にはありますが、ASEAN 諸国においては、広域審査機関等が設置されておらず、加

えて、後述するように、出願から特許発行までに要する期間が長いので、計画どおりに IPR の

権利化が行われているとは言えない状況にあります。そこで、特許出願の実体審査に関し、

ASEAN加盟国の間で互いに協力するための ASPEC（ASEAN Patent Examination Co-operation）

プログラムが用意され利用されています。 

 

 以下に、この ASPECプログラムについて説明します。 
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